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14 人巣立ち・幸多かれと



議会だより  No.30（2）

おもな審議事項
●一般会計補正  9224万円を追加、総額28億38万円で議決

お も な 財 源 ・国庫支出金…………………………………………………1 5 2 0万円
・県支出金 …………………………………………………△  5 4 2万円
・村   債 ……………………………………………△ 2 4 1 0万円
・地方交付税 …………………………………………１億 1 2 9 8万円
・使用料、手数料 …………………………………………△ 6 7 9万円

おもな使いみち ・総務費（道志情報館） ………………………………… 3 7 7 2万円
・民生費（社会福祉・児童福祉など年度末での決定）△ 2 0 9 4万円
・農林水産業費（県営事業負担金補助交付金など） △ 1 4 9 0万円
・教育費（学校建設、体育館耐震工事） …………… △ 2 0 5 2万円
・諸支出金（積立金） ………………………………１億 2 3 1 8万円

●条例制定、改正を議決
・条例制定 2件、改正 12件  ・子育て医療助成を0歳～18歳に改正

●指定管理者の指定を議決
・㈱どうし他８か所の指定管理者を決定

●特別会計補正 ・年度末で予算執行決定に伴う件が主で全て議決

おもな審議内容
●道志村総合計画条例制定
●一般会計補正 765万円を追加、総額27億813万円で議決

お も な 財 源 ・地方交付税……………………………………………………3 9 6万円
・繰越金…………………………………………………………3 5 1万円

おもな使いみち ・総務費（公有財産購入費） ……………………………… 3 0 2万円
・農林水産業費（木材搬出費、鳥獣害管理捕獲）…………2 7 5万円
・土木費（原材料費）…………………………………………1 8 8万円

●工事請負契約の締結について（道志小学校校舎建築）議決

今後１０年間の村づくり
（総合計画）がスタート

3月
定例会
３月定例会は３月８日から18日まで開催され、●２件の条例制定●12件の条例改正●２件

の規約変更●過疎地域自立促進計画●９件の指定管理●27年度一般会計補正予算●27年度
７件の特別会計補正予算●28年度一般会計予算●28年度７件の特別会計予算●総合計画の基
本構想、基本計画を審議可決しました。
人口増加対策特別委員会の継続調査の報告、５人の議員が一般質問し村政の考えを問いました。

２月２日 平成28年第１回臨時会



（3）平成28年４月１日発行

議案等の質疑議案等の質疑
本定例会で行った、協議会
質疑の一部を紹介します。

Ｑ横浜に開設予定の
「道志情報館」は
●場所、事業費、運営方法等の概要は

Ａ 保土ヶ谷区に28年度中に開設予定で、
店舗面積約50㎡で改装費、準備費等として4,850万円計上しました。

Ｑ「どうし茶屋」の特殊浴槽は
●買替え予算が計上されているが

Ａ 現在のものが経年劣化し、利用者からの
強い要望のため８７３万円計上しました。

Ｑ道志小、中学校改築工事の起債は
●起債額とその内訳は

Ａ 起債総額 約７億６,７１０万円で起債の内訳は
全 国 防 災 事 業 債（０.４％） ９,５８０万円
緊急防災・減災事業債（０.４％） ７,３９０万円
過 疎 対 策 事 業 債（０.１％）５億９,７４０万円を予定していますが、
決定額ではありませんので変動することもあります。
（　）内は利息利率を示します。

浴槽本体浴槽本体

開設予定の施設内開設予定の施設内
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00万円を可決前年度比

※数値は万円単位に調整してあります。

国庫、県支出金国庫、県支出金

寄付金寄付金

繰入金繰入金

村税村税

地方交付税地方交付税

村債村債

その他その他

歳入
横浜市から交付される
お金と道志村応援寄付金
1億 4050万円（7.1％）

公共施設基金繰入金
など1億 1047万円
　　　　（5.6％）

村の借金
１億9155万円
　　（9.7％）

　その他の内訳
　・繰越金 …………  4000万円
　・使用料及び手数料  5217万円
　・諸収入 ………… 1165万円
　・分担金及び負担金 215万円
　・繰入金ほか …… 5109万円
　　　（8.1％）

皆さんに納めていただくお金
1億 9898万円（10.1％）

国・県から交付され使える
補助金
２億5576万円（13.0％）

村で自由に使えるお金
9億 1269万円（46.4％）

民生費民生費

衛生費衛生費
農林
水産業費
農林
水産業費

土木費土木費

消防費消防費

総務費総務費

教育費教育費

公債費公債費

歳出

3億 6245万円（18.4％）

1億 3033万円
（6.6％）

4303万円（2.2％）

１憶9210万円（9.8％）

2億 3195万円
（11.8％）

1億 2024万円
　　（6.1％）

２億8738万円
（14.6％）

4413万円（2.2％）665万円（0.4％）

議会費議会費その他その他

４億0436万円
（20.6％）

1億 4437万円
（7.3％）

商工費商工費

マイナス

23.7％
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平成２８年度  一般会計予算
学童保育所建設費3502万円など19億67

平成２８年度  特別会計予算は

平成２８年度  一般会計予算の主な事業は

総 務 課
●移住・定住促進事業 346万円
●地域おこし協力隊事業 1478万円
●防 災 施 設 整 備 事 業 1425万円

●公 共 交 通 対 策 970万円 
●情 報 シ ス テ ム 事 業 1578万円 
●プレミアム付き商品券事業 518万円

住民健康課

●社会福祉協議会運営事業 952万円 
●障害者自立支援介護給付事業 2580万円
●介護慰労金支給事業 240万円 
●予 防 接 種 事 業 538万円 
●いきいき健康村どうし健診事業 746万円 

●重度心身障害者医療費助成事業 1140万円
●在宅ふれあいサービス事業 286万円
●にっこりコール事業 177万円
●すこやか子育て医療費助成事業 545万円
●道志村学童保育どうしっこ 3912万円

産業振興課

●一般廃棄物処理事業 5274万円
●農業基盤整備促進事業 270万円
●林 業 振 興 費 2375万円
●森林環境税事業作成補助事業 500万円 
●橋梁長寿命化修繕事業 2760万円

●農村地域防災減災事業 3232万円 
●地 籍 調 査 事 業 2096万円 
●道志村観光広報促進事業 295万円 
●林 道 改 良 事 業 2432万円

教育委員会

●村 単 教 員 設 置 事 業 1150万円 
●学校スクールバス委託事業 4281万円 
●高等学校等就学に対する助成事業 516万円 
●公民館維持管理事業 734万円

● JETプログラム推進事業 477万円 
●学 校 給 食 事 業 2060万円 
●小 中 学 校 改 築 事 業 6922万円 

会 計 名 28年度予算額 27年度予算額 前年度比

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道 事 業

介 護 保 険

介護保険サービス事業

浄 化 槽 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合   計

3億6146万円

1億2636万円

8413万円

2億2218万円

132万円

1億1765万円

4523万円

9億5833万円

3億4065万円

1億2364万円

1億  350万円

2億1653万円

136万円

1億2397万円

4378万円

9億5343万円

6.1％

2.2％

△18.7％

2.6％

△  2.9％

△  5.1％

3.3％

0.5％
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３月定例会一般質問一覧
■出羽 和平 議員
１. 当初予算で目玉事業は何か
２. 地方公会計の整備状況は

■大田 博文 議員
１. 公園にブランコやすべり台設置は

■水越 茂広 議員
１. 第２子以降の保育料無料化にするのか
２. 交通安全対策は

■山口  力 議員
１.（株）どうしの使用料納入予定は
２. 28年度予算編成の方針は

■長田 達義 議員
１. 山菜の丘等の施設の契約は
２. 国道413号の整備は
３. 農村地域防災減災事業は

５
人
の
議
員
が
質
問

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
、

５
月
上
旬
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
次
回
定
例
会
は
６
月
に
開
催
し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

本
会
議
10
人
︵
席
の
都
合
上
︶

・
３
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

本
会
議
３
人

・
問
合
せ

議
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
︲
52
︲
２
１
１
２

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

村
政
を
問
う

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問  

こ
こ
が
聞
き
た
い
※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
自
分

の
考
え
や
住
民
か
ら
の
要
望
な

ど
を
、
村
長
や
教
育
長
な
ど
の

行
政
に
問
う
こ
と
で
す
。
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出
羽平

成
28
年
度
当
初
予

算
で
は
ど
の
よ
う
な
事

業
を
提
案
し
て
い
る
の

か
、
目
玉
事
業
は
何
か

村
長産

業
の
６
次
化
の
推

進
、移
住
定
住
対
策
、創

業
支
援
等
の
施
策
を
複

合
的
に
実
施
す
る
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
総
合

戦
略
に
係
る
事
業
費
、

８
７
０
３
万
円
を
盛
り

込
ん
だ
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

総
合
戦
略
事
業
で
横
浜

市
内
へ
の
ア
ン
テ
ナ
シ

ョ
ッ
プ
の
設
置
事
業

４
８
５
０
万
円
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
横
浜

市
保
土
ヶ
谷
区
松
原
商

店
街
に
約
50
平
米
の
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
設

置
し
、
村
の
特
産
品
の

販
売
と
観
光
案
内
、
ま

た
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ

ー
ン
者
へ
の
対
応
を
考

え
て
お
り
、農
業
、観
光

業
の
振
興
と
産
業
の
６

次
化
、
定
住
促
進
に
繋

が
る
事
業
と
し
て
、
総

合
戦
略
の
目
玉
と
し
て

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
世
代

へ
の
支
援
と
し
て
、
学

童
保
育
所
の
建
築
事
業

３
５
０
２
万
円
、
す
こ

や
か
子
育
て
医
療
費
助

成
の
18
歳
ま
で
の
引
き

上
げ
、
高
齢
者
福
祉
対

策
と
し
て
、
介
護
福
祉

施
設
の
建
設
助
成
費

９
７
８
２
万
円
を
計
上

し
、
乳
幼
児
福
祉
か
ら

高
齢
者
福
祉
ま
で
、
切

れ
目
な
く
支
援
を
行
い
、

｢住
ん
で
み
た
い
村
・

住
ん
で
よ
か
っ
た
村
｣

の
実
現
を
図
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

出
羽地

方
公
会
計
に
つ
い

て
は
、
統
一
的
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
等
を

原
則
と
し
て
平
成
27
年

度
か
ら
平
成
29
年
度
ま

で
の
３
年
間
で
全
て
の

地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
作
成
し
、
予
算
編
成

等
に
積
極
的
に
活
用
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
公
会
計
導

入
は
い
つ
か
ら
か

総
務
課
長

日
々
仕
訳
方
式
を
選

択
し
た
の
で
、
平
成
30

年
度
ま
で
に
平
成
29
年

度
に
係
る
財
務
書
類
を

作
成
し
、
公
表
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

作
成
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
財
務
書

類
と
は
何
か

総
務
課
長

①
発
生
主
義
・
複
式

簿
記
の
導
入
②
固
定
資

産
台
帳
の
整
備
③
比
較

可
能
性
の
確
保
を
促
進

す
る
こ
と
か
ら
、
固
定

資
産
台
帳
の
整
備
と
複

式
簿
記
に
対
応
し
た
決

算
書
が
必
要
で
す
。

固
定
資
産
台
帳
は

整
備
し
た
か

総
務
課
長

平
成
27
年
度
末
に
は
、

作
業
が
終
了
す
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。

人
材
育
成
と
し
て

職
員
の
研
修
は

総
務
課
長

日
々
仕
訳
方
式
を
選

択
し
た
こ
と
で
、
各
職

員
が
伝
票
を
差
し
引
き

す
る
際
に
、
仕
訳
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
そ
れ
を
積
み
上

げ
て
決
算
を
す
る
た
め
、

公
会
計
制
度
の
知
識
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

今
後
、県
、市
町
村
課

の
主
催
す
る
研
修
会
へ

の
参
加
や
、
庁
内
で
の

研
修
も
行
い
、
運
用
に

支
障
を
期
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

出羽和平  議員
かずとし

出羽和平  議員
かずとし

Ｑ

Ａ

当初予算で目玉事業
は何か
横浜市内にアンテナショップ設置

QQQ
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大
田現

在
、
国
で
進
め
て

い
る
一
億
総
活
躍
社
会

や
地
方
創
生
事
業
︵
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
︶

を
導
入
し
魅
力
あ
る
村

づ
く
り
に
取
り
組
む
た

め
長
期
総
合
計
画
・
総

合
戦
略
を
策
定
し
、
28

年
度
か
ら
本
格
的
に
事

業
を
展
開
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

そ
の
中
に
、
子
育
て

支
援
に
関
す
る
事
項
が

掲
げ
て
あ
り
ま
す
が
十

分
で
な
い
と
思
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
す
る
事
業

と
し
て
子
供
達
の
遊
び

場
・
公
園
︵
ブ
ラ
ン
コ

や
す
べ
り
台
︶
と
い
う

充
実
し
た
物
が
必
要
と

思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か

住
民
健
康
課
長

道
志
村
の
子
育
て
支

援
に
つ
い
て
は
、
現
在

策
定
中
の
﹁
総
合
計
画

並
び
に
総
合
戦
略
﹂
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
の
中
に
位
置
付
け

て
い
ま
す
。

総
合
計
画
に
お
い
て

は
、﹁
子
育
て
環
境
の
充

実
﹂、総
合
戦
略
に
お
い

て
は
、﹁
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
へ
の
支
援
﹂
施

策
に
位
置
付
け
て
い
ま

す
。質

問
の
、
子
供
た
ち

の
遊
び
場
、
公
園
整
備

や
遊
具
の
設
置
に
つ
い

て
は
、現
在
、や
ま
ゆ
り

セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
内

に
あ
り
ま
す
芝
生
公
園

や
道
の
駅
周
辺
の
農
村

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
、平
成
２
７

年
度
に
は
善
之
木
小
学

校
跡
地
に
芝
生
公
園
を

整
備
し
ま
し
た
。

今
後
は
公
園
施
設
内
に

安
全
な
遊
具
を
設
置
す

る
こ
と
や
、
学
校
跡
地

の
利
活
用
な
ど
に
よ
り
、

必
要
な
公
園
整
備
と
遊

具
の
設
置
を
検
討
し
、

子
育
て
環
境
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

大田博文  議員
ひろふみ

大田博文  議員
ひろふみ

Ｑ

Ａ

公園にブランコや
すべり台設置は
必要な遊具の設置を検討

４里塚の公園４里塚の公園
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水
越こ

の
制
度
は
県
が
人

口
減
少
対
策
の
目
玉
と

し
て
、
平
成
28
年
度
か

ら
導
入
を
発
表
し
た
新

制
度
で
す
が
、
財
源
は

県
と
市
町
村
が
折
半
し

て
負
担
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
財
源
確
保
や
、
条

例
改
正
な
ど
手
続
き
が

多
い
こ
と
な
ど
指
摘
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
村
で
は
、
地
方
創
生

戦
略
会
議
で
早
期
に
取

り
組
む
べ
き
も
の
と
し

て
計
画
に
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
ま
す
。

県
の
新
制
度
発
表
を

踏
ま
え
、
28
年
度
よ
り

導
入
す
べ
き
と
思
い
ま

す
が
当
局
の
考
え
は
。

ま
た
、
保
育
料
の
完

全
無
料
化
に
つ
い
て
も

近
い
将
来
実
施
す
る
の

か
。

住
民
健
康
課
長

現
在
、
道
志
村
保
育

所
で
は
30
名
の
子
ど
も

達
の
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
年
々
子
供
た

ち
の
数
は
減
少
し
て
い

て
、
平
成
28
年
度
は
25

名
の
保
育
園
児
と
な
る

予
定
で
す
。

現
在
策
定
し
て
い
ま

す
総
合
計
画
並
び
に
総

合
戦
略
で
は
、
子
育
て

環
境
の
充
実
、
子
育
て

支
援
は
、
重
要
施
策
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
ま

す
。ご

質
問
の
﹁
第
２
子

以
降
の
保
育
料
無
料

化
﹂は
、平
成
28
年
度
か

ら
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
保
育
料
の
完

全
無
料
化
に
い
て
は
、

総
合
戦
略
に
も
位
置
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
乳

幼
児
、保
育
所
、小
学
校

及
び
中
学
校
ま
で
の
総

合
的
な
子
育
て
環
境
を

図
る
た
め
、
総
合
的
な

支
援
体
制
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
の

一
つ
と
し
て
交
通
安

全
の
標
語
を
小
・
中

学
生
か
ら
募
集
し
た

ら
ど
う
か

前
向
き
に
検
討

総
務
課
長

近
年
、
交
通
事
故
が

多
発
し
、
死
亡
者
数
も

大
月
警
察
署
内
で
２
番

と
い
う
、
不
名
誉
な
も

の
で
、
村
の
イ
メ
ー
ジ

低
下
に
も
、
繋
が
り
か

ね
な
い
状
況
で
す
。

村
民
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
も
、
早
急
に

対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

現
在
、
山
梨
県
交
通

対
策
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
県
内
の
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
広
く

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
募
集
す
る
取
組
を
行

っ
て
い
て
、
入
賞
し
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て

は
、
交
通
安
全
の
啓
発

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

道
志
村
の
子
ど
も
た
ち

に
標
語
の
募
集
を
行
う

こ
と
は
、
交
通
安
全
へ

の
理
解
や
意
識
向
上
に

つ
な
が
る
取
組
だ
と
考

え
ま
す
し
、
標
語
の
看

板
設
置
に
つ
い
て
も
、

前
向
き
に
検
討
さ
せ
て

頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

QＡ

水越茂広  議員水越茂広  議員水越茂広  議員
しげひろしげひろ

Ｑ

Ａ

第２子以降の保育料
無料化にするのか
平成28年度から実施 
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山
口﹁

道
の
駅
ど
う
し
﹂

は
行
っ
て
よ
か
っ
た
道

の
駅
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全

国
11
位
に
な
り
、
昨
年

の
大
型
連
休
に
は
国
道

が
渋
滞
す
る
な
ど
、
大

変
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

︵
株
︶ど
う
し
は﹁
道
の

駅
と
道
志
の
湯
﹂
の
使

用
料
並
び
に
土
地
代
が

当
初
予
算
で
合
わ
せ
て

２
２
７
６
万
程
に
な
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
減
免
し
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
予

定
ど
お
り
入
り
そ
う
で

す
か
。

総
務
課
長

本
年
度
の
道
の
駅
の

収
入
は
、
26
年
度
に
対

し
て
５
パ
ー
セ
ン
ト
程

度
、
約
１
７
０
０
万
円

増
加
し
ま
し
た
が
、
仕

入
品
の
値
上
が
り
等
で

支
出
も
増
加
し
て
い
ま

す
。道

志
の
湯
は
昨
年
、

１
０
９
０
万
円
の
赤
字

で
し
た
が
、
メ
ニ
ュ
ー

の
変
更
、
新
た
な
宣
伝

等
を
実
施
し
、
赤
字
の

額
を
減
少
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
準
備
費

を
見
込
む
と
７
５
０
万

円
の
赤
字
と
な
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
の︵
株
︶

ど
う
し
の
収
支
見
込
み

は
、
使
用
料
を
全
額
払

う
と
５
０
０
万
程
度
の

赤
字
決
算
に
な
る
た

め
、道
の
駅
の
使
用
料
、

年
間
１
８
０
０
万
円
の

と
こ
ろ
を
６
０
０
万
円

減
免
し
１
２
０
０
万
円

程
度
に
減
額
す
る
必
要

が
生
じ
ま
す
。
土
地
代

は
協
定
書
の
と
お
り
、

す
で
に
納
入
さ
れ
て
い

ま
す
。

山
口現

在
、
道
志
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生﹁
総
合
戦
略
﹂の
素
案

が
ま
と
ま
り
、
道
志
村

総
合
計
画
も
定
め
ら
れ

ま
す
。

そ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
新
年
度
の
予
算

編
成
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。国

も
村
も
き
び
し
い

財
政
状
況
下
で
の
予
算

編
成
の
方
針
は
。

総
合
戦
略
の
事
業
は

優
先
的
か
つ
積
極
的
に

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
い
う
方
針
か
。

起
債
額
の
上
限
を

当
面
２
億
円
と
し

て
い
く

総
務
課
長

本
村
も
、
非
常
に
厳

し
い
財
政
で
、
予
算
編

成
に
あ
た
っ
て
は
、
地

方
交
付
税
や
過
疎
債
等

に
依
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
計
画
的
に
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

財
政
運
営
を
行
な
う

に
当
た
っ
て
は
、
村
の

将
来
に
、
負
担
増
に
な

ら
な
い
よ
う
、
起
債
額

の
上
限
を
当
面
２
億
円

と
し
、
経
費
節
減
に
努

め
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
総
合
戦
略
の

施
策
に
は
、
継
続
事
業

と
新
規
事
業
が
あ
り
ま

す
が
、
平
成
28
年
度
予

算
で
は
、
継
続
事
業
に

は
拡
充
を
、
ま
た
新
規

事
業
と
し
て
、

・
移
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ

ュ
の
設
置

・
空
き
家
調
査
事
業

・
新
規
就
農
者
支
援

・
地
域
起
こ
し
協
力
隊

の
支
援

・
小
中
一
貫
校
の
検
討

・
結
婚
相
談
員
活
動
支

援
な
ど
の
ソ
フ
ト
事

業
を
中
心
に
盛
り
込

ん
だ
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

ちから

山口　力  議員
ちから

山口　力  議員

改修された露天風呂改修された露天風呂

Ｑ

Ａ600万円減免して1200万円に

（株）どうしの使用料
納入予定は

Ａ
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長
田山

菜
の
丘
、
林
間
広

場
は
横
浜
市
か
ら
道
志

村
が
借
り
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
こ
の

場
所
は
、
椿
か
ら
川
原

畑
ま
で
の
採
草
地
だ
と

思
う
が
、
契
約
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

総
務
課
長

山
菜
の
丘
・
林
間
広

場
共
に
地
主
は
横
浜
市

で
す
。

山
菜
の
丘
に
つ
い
て
は
、

昔
は
地
区
の
採
草
地
と

し
て
入
会
権
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
が
、
昭
和
63

年
頃
か
ら
す
べ
て
の
地

区
共
に
も
う
草
刈
を
実

施
す
る
こ
と
は
な
い
の

で
村
で
事
業
を
実
施
し
、

有
効
に
利
用
す
る
の
で

あ
れ
ば
使
用
は
問
題
な

い
と
の
結
論
に
至
っ
た

そ
う
で
す
。
当
時
の
資

料
が
な
か
っ
た
た
め
平

成
24
年
に
再
度
聞
き
取

り
を
実
施
し
て
確
認
を

取
っ
て
い
ま
す
。

契
約
に
つ
い
て
は
、

３
年
ご
と
に
横
浜
市
と

使
用
許
可
契
約
を
交
わ

し
て
い
ま
す
。

長
田景

観
・
間
伐
促
進
事

業
で
国
道
４
１
３
号
沿

線
10
ヵ
所
を
３
２
４
万

円
で
整
備
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
が
実
施
場

所
は
ど
こ
か
。

ま
た
、
26
年
の
３
月

議
会
で
、
国
道
で
な
く

道
坂
峠
を
整
備
し
た
方

が
良
い
と
提
案
し
た
が
、

ど
う
か

５
ヶ
所
だ
け
の
予
定

産
業
振
興
課
長

現
在
、
２
里
塚
周
辺

と
谷
相
住
宅
周
辺
で
の

間
伐
・
枝
打
ち
、
大
栗

の
枝
打
ち
、ま
た
、月
夜

野
の
湯
川
屋
前
、
白
井

平
の
唐
沢
周
辺
の
間
伐
、

枝
打
ち
を
進
め
て
い
ま

す
。
１
カ
所
当
た
り
の

金
額
が
か
な
り
か
か
る

た
め
に
こ
の
５
カ
所
だ

け
の
予
定
で
す
。

道
坂
峠
に
つ
い
て
は
、

水
源
基
金
の
事
業
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
、
所
有
者
と
合
意

し
た
箇
所
か
ら
作
業
す

る
よ
う
進
め
て
い
ま
す
。

長
田27

年
度
の
農
村
地
域

防
災
減
災
事
業
で
、
予

算
書
に
事
業
費
は
２
億

で
道
志
村
の
負
担
金
は

16
％
で
３
２
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
が
８
０
０
０
万
円
ま

で
減
額
さ
れ
て
い
ま
す

が
、そ
の
理
由
は
、ま
た

28
年
度
の
予
算
及
び
実

施
す
る
事
業
は
ど
こ
か

国
の
予
算
の
都
合

に
よ
り
減
額

産
業
振
興
課
長

県
で
は
防
災
減
災
事

業
の
当
初
予
算
を
２
億

円
計
上
し
て
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
国
か
ら
の

予
算
配
分
が
１
億
７
百

万
円
、
そ
の
後
補
正
予

算
で
１
千
万
円
増
額
さ

れ
、
合
計
１
億
１
千
７

百
万
円
で
実
施
し
て
い

ま
す
。

県
と
し
て
は
２
億
円

の
事
業
費
を
見
込
ん
で

い
ま
し
た
が
、
国
の
予

算
の
都
合
に
よ
り
満
額

は
付
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

残
り
の
事
業
は
翌
年
度

以
降
に
持
ち
越
さ
れ
ま

す
。28

年
度
の
事
業
計
画

は
、
工
事
費
は
中
島
水

路
、三
ケ
瀬
水
路
、大
久

保
土
砂
崩
壊
防
止
、
板

橋
土
砂
崩
壊
防
止
、
そ

の
他
測
量
試
験
費
、
用

地
買
収
費
な
ど
合
計
１

億
５
千
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
が
本
年
同
様
、

国
の
予
算
の
関
係
で
変

更
が
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

Ｑ

Ａ横浜市と３年ごとに契約している

山菜の丘等の施設の
契約は

Ａ

Ａ

谷相住宅周辺の間伐・枝打ち谷相住宅周辺の間伐・枝打ち
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報 告
●人口増加対策特別委員会活動報告
私たちは３年前に問題意識を共有しました。それは人口減少型社会にどう取り組むかと

いうことです。議員間で課題を整理し、具体的な対策を協議するため特別委員会を立ち上
げ、活動してきました。

○出会いサークル部会
結婚相談員さんと連携し出会いの場の提供、婚活イベント 3回実施

① ハイキング＆囲炉裏 de婚活（平成 26年 11月 23日～24日）参加者 32名
② リバートレッキング de婚活（平成 27年 8月 2日）参加者 20名

○政 策 部 会
政策勉強会を開催し先進地を視察するなど積極的に活動し、
村の長期総合計画、総合戦略にも政策を提言しました。

①平成 26年度予算編成・施策に関する提言（平成 26年 1月 9日）
・森林整備による産業振興、就業の場の確保 ⇒ 南都留森林組合に補助し、測量
データを入手することになりました。

・結婚祝金の増額  ⇒５万円が 20万円になりました。
②コンビニ設置に関する提言（平成 26年 6月 12日）
・長期総合計画に位置付け検討する。
③場外離着場（ヘリポート）の設置に関する提言（平成 26年 9月 26日）
・長期総合計画に位置付け検討する。
④地域おこし協力隊の設置に関する提言（平成 27年 10月 30日）
・平成 28年 4月より 3名採用することになりました。
⑤道志村総合計画に関する提言（平成 27年 12月 17日）
・長期総合計画及び総合戦略に議会からの政策提言が反映された。

トレッキング de婚活トレッキング de婚活 場外離着陸場候補地調査場外離着陸場候補地調査
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総合戦略事業で、情報発信の為の、アンテナショップ
が計画されており、候補地が横浜 3大商店街の一つ、
松原商店街のため、状況を調査してきました。マグロ解
体ショーで有名な魚屋や、威勢の良い八百屋が近くに
あり、活発な地域と感じました。

議 会 活 動

２月 23日は、ごろあわせで「ふじさんの日」です。
静岡県、山梨県知事をはじめ、多くの地域住民参加の
もと、富士吉田市内で祝賀行事が行われました。
日本一の富士山を取り巻く環境をはじめ、防災ネ

ットワークや観光資源などの諸問題や現状が話し合
われました。

●富士山の日フェスタに参加

●アンテナショップ予定地の視察　横浜市

平成28年2月23日

平成28年2月23日

山梨学院大学法学部の江藤先生より議会基本条例
の意義を学びました。議会改革のマニフェスト、議会
本来の役割発揮、自治・基本条例、総合計画の位置づ
けなどの話でした。議会基本条例の課題に住民参加、
検証委員会、議会からの政策サイクル、などがあると
のことでした。
全国で８００の自治体が制定しているとのこと

で、意義と今後の課題の検証が必要と思いました。

●議会基本条例のポイントを聞く 平成28年3月1日

その他議長の主な参加行事（1～3月）
・1月  8 日 知事･県幹部との新年互礼会
・1月 31日 都留市道志会総会
・2月 17日 谷村高校 120周年記念式典
・2月 25日 町村議長会
・3月 14日 箱根町･小山町両議長より「活火山対策要望意見書」受理

施設の大きさは、
約 50 ㎡ の予定

予定施設視察予定施設視察

記念式典記念式典

富士川町道の駅にて研修富士川町道の駅にて研修
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教育施設を充実し、子育て
世代が安心して働ける環境
整備を推進し、少子化対策
に努める。

各地区・団体とも後継者不
足のため、伝統文化継承が
危惧されており、早急な対
策が必要。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

28年度予算でみると、神地伝統芸能
保存会、川原畑、竹之本各神楽保存
会、道志村の郷土史を語る会等に18
万円助成金が計上されている。

27年度に中学校校舎が完成、小学校
建設も予定どおり進捗している。ま
た、28年度予算で、学童保育施設建設
費が3,502万円計上された。

伝
統
文
化
継
承
は
、
長

期
的
展
望
で
考
え
る
必

要
が

村
全
体
を
視
野
に
入
れ
組

織
的
な
支
援
体
制
の
構
築
。

質
問

答
弁

平
成
25
年
３
月
定
例
会

26
年
度
当
初
予
算
と
、当

面
の
重
点
政
策
は
何
か

小
中
学
校
の
建
て
替
え
等

教
育
環
境
の
整
備
を
進
め
、

少
子
化
対
策
を
推
進
す
る
。

質
問

答
弁

平
成
26
年
３
月
定
例
会
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紹

介
しょうかい

道
志
の
美
し
い
自
然
の
中
で
こ
そ
、
伝
え
ら
れ
る
フ
ラ
を

ハ
ワ
イ
の
踊
り
、
フ

ラ
を
習
い
初
め
て
８
年

に
な
り
ま
す
。
き
っ
か

け
は
長
男︵
小
３
︶が
ま

だ
１
歳
の
頃
、
当
時
住

ん
で
い
た
横
浜
で
、
小

さ
な
子
供
の
い
る
お
母

さ
ん
達
を
集
め
た
フ
ラ

教
室
が
近
く
に
出
来
た

こ
と
で
し
た
。
そ
れ
が

佐
藤
る
み
先
生
と
の
出

逢
い
で
し
た
。
フ
ラ
は

見
た
目
の
優
雅
さ
と
は

違
い
、
あ
ち
こ
ち
の
筋

肉
を
使
う
の
で
、
レ
ッ

ス
ン
が
終
わ
る
と
汗
だ

く
で
し
た
が
、
そ
の
爽

快
感
と
美
し
い
動
き
に

す
っ
か
り
フ
ラ
に
魅
了

さ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。子
供
を
お
ん
ぶ
、抱

っ
こ
し
な
が
ら
、
時
に

は
授
乳
し
な
が
ら
片
手

と
眼
だ
け
は
先
生
の
動

き
を
追
っ
て
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
主
人
の
転

勤
に
伴
い
愛
知
県
へ
引

越
し
、
別
の
教
室
へ
通

い
ま
し
た
。３
年
後
、家

族
で
道
志
村
へ
移
住
し

生
活
に
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
、﹁
や
っ
ぱ
り
も
う
一

度
、
佐
藤
る
み
先
生
に

フ
ラ
を
習
い
た
い
﹂
と

い
う
想
い
が
強
く
な
り

ま
し
た
。
車
で
片
道
２

時
間
以
上
か
か
る
神
奈

川
県
大
和
市
に
お
住
い

の
先
生
を
拝
み
倒
し
、

は
る
ば
る
道
志
村
に
視

察
に
来
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

自
分
が
都
留
市
や
富

士
吉
田
市
の
別
な
教
室

へ
通
う
よ
り
も
、
今
後

も
ず
っ
と
道
志
村
で
生

き
て
い
く
た
め
に
、
道

志
に
る
み
先
生
の
教
室

を
作
り
た
い
。
そ
れ
が

道
志
村
の
若
い
お
母
さ

ん
達
に
と
っ
て
も
楽
し

み
の
一
つ
、
生
き
が
い

の
一
つ
に
な
れ
ば
、
ど

ん
な
に
嬉
し
い
こ
と
だ

ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

月
１
回
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
募
集
し
、

体
験
レ
ッ
ス
ン
を
半
年

続
け
ま
し
た
。
そ
し
て

平
成
26
年
７
月
に
正
式

に
開
校
で
き
ま
し
た
。

私
一
人
が
や
り
た
い
と

い
っ
て
も
で
き
る
こ
と

で
は
な
く
、
一
緒
に
立

ち
上
げ
て
く
れ
た
素
晴

ら
し
い
仲
間
に
出
会
え

た
か
ら
こ
そ
、今
、道
志

で
フ
ラ
を
踊
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

フ
ラ
は
日
本
の
文
化

と
似
て
い
る
と
感
じ
る

こ
と
が
沢
山
あ
り
ま

す
。
山
、
川
、
木
、
す
べ

て
の
も
の
に
神
様
が
存

在
す
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
は
八
百
万
の
神
様
と

通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
自
分
が
生
き
て
い

る
の
は
自
分
の
力
で
は

な
く
、
大
自
然
の
中
に

支
え
ら
れ
生
か
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
、
そ

し
て
先
生
は
じ
め
、
一

緒
に
踊
れ
る
仲
間
が
い

る
こ
と
、
ス
テ
ー
ジ
な

ど
の
活
動
を
支
え
て
く

れ
る
家
族
、
そ
し
て
レ

ッ
ス
ン
の
間
待
っ
て
い

て
く
れ
る
小
さ
な
子
供

達
、
そ
し
て
そ
の
子
供

を
預
か
っ
て
く
だ
さ
る

育
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
。
沢
山
の
人
の
お

蔭
で
今
、
フ
ラ
が
踊
れ

て
い
る
こ
と
を
フ
ラ
と

道
志
の
大
自
然
が
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
レ
ッ

ス
ン
し
て
い
る
や
ま
ゆ

り
セ
ン
タ
ー
の
窓
か
ら

み
え
る
四
季
折
々
の
道

志
の
山
々
の
美
し
さ
に

い
つ
も
心
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。
道
志
村
文
化
祭

や
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
に

も
出
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
励
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず

続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

フ
ラ
 ハ
ラ
ウ
 オ
 ミ
ノ
ア
カ
 オ
 カ
 ラ
ニ
︵
天
国
の
笑
顔
の
フ
ラ
教
室
の
意
︶
 
道
志
ク
ラ
ス

千
々
輪
 
美
紀

佐藤　るみ  先生佐藤　るみ  先生

ふれあいサロンにてふれあいサロンにて
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あ
れ
か
ら
４
年
。

は
じ
め
て
広
報
の
編
集
に
た
ず

さ
わ
っ
て
か
ら
４
年
、
16
回
目
の

発
行
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
え
る
広
報

を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
で﹁
議
会
だ
よ
り
﹂も
30
号

と
な
り
ま
す
。
創
刊
号
か
ら
た
ず

さ
わ
っ
て
き
た
委
員
か
ら
、
最
初

は
自
分
達
で
印
刷
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
と
聞
き
ま
し
た
。﹁
継
続

は
力
な
り
﹂で
す
。今
後
と
も
ご
愛

読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
期
議
員
の
皆
様
に
も
、
益
々

充
実
し
た﹁
議
会
だ
よ
り
﹂に
し
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
願
い
編
集

後
記
と
い
た
し
ま
す
。

︵
山
口
 
力
︶

編
 
集
後
 
記
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広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 山
口
 
 
力

副
委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 水
越
 
茂
広

がんばる人紹介
新しい時代を担う力は、地域社会とのつながりから

初
め
て
道
志
村
を
訪
れ
た
日
、
透

き
通
っ
た
道
志
川
の
流
れ
に
魅
了
さ

れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
居
を
移
し
て

１
年
が
た
ち
ま
す
が
、私
は
、今
で
も

橋
の
上
か
ら
眺
め
る
道
志
川
の
風
景

に
惹
か
れ
ま
す
。
 
 

私
の
育
っ
た
場
所
は
御
勅
使
川
扇

状
地
に
あ
り
、
水
は
け
の
よ
さ
を
活

用
し
果
樹
地
帯
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。し
か
し
、昔
は﹁
月
夜
で
も
焼
け

る
﹂
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
水
不
足
に
悩

ま
さ
れ
た
地
域
で
し
た
。

今
、学
校
教
育
に
お
い
て
は
、身
近

な
地
域
を
含
め
た
社
会
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
学
び
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分

た
ち
の
活
動
に
よ
っ
て
、
身
近
な
地

域
、
社
会
生
活
は
変
革
で
き
る
と
い

う
実
感
、
認
識
が
、
変
化
の
激
し
い
、

新
し
い
時
代
を
担
う
力
と
な
る
か
ら

で
す
。

本
校
の
学
校
教
育
目
標
の
一
つ
に

﹁
郷
土
愛
﹂が
あ
り
ま
す
。平
成
27
年

度
、全
校
で
郷
土
学
習
に
取
り
組
み
、

山
梨
県
教
育
委
員
会
か
ら
奨
励
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
保
護
者
や
地
域
の

皆
様
方
の
御
理
解
と
お
力
添
え
を
得

て
、
教
育
活
動
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。教
職
員
共
々
、今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

道志小学校
校長 名取   広行

奨 励 賞 受 賞奨 励 賞 受 賞


